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研究成果の概要（和文）：

持続可能な社会システムの構築を図る上で、自然環境と地域経済の持続を目標としたエコツー

リズムに大きな注目が集まっている。本研究の目的は、エコツーリズムを志向した商品である

エコツアーを取り上げ、それが地域経済の持続に寄与しているのか、環境経済学で用いられる

環境評価手法を用いて定量的に検証することである。さらにその検証過程で、多様化する訪問

者の選好を把握し、訪問者の評価が高くかつ収益性の高いエコツアーを検討する。

研究成果の概要（英文）：
Many regions across the world introduce ecotourism to protect natural environment
and vitalize local economy. Ecotourism is seen as a promising alternative tourism
to mass tourism, which based on ever-increasing tourism demands. This research
evaluates contribution of ecotourism to local economy using environmental valuation
method. In addition, this research suggests an ideal way to provide eco-tours with
high profit of suppliers and high tourists satisfaction considering heterogeneous
preferences.
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直接経費 間接経費 合 計

2009 年度 1,000,000 300,000 1,300,000

2010 年度 500,000 150,000 650,000

2011 年度 900,000 270,000 1,170,000

2012 年度 0 0 0

2013 年度 0 0 0

総 計 2,400,000 720,000 3,120,000
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１．研究開始当初の背景
観光業は雇用人数から見ると世界最大の

産業であり、それゆえに持続可能な社会シス
テムを構築する上で大きな役割を担ってい
る。そのような中、自然環境と地域経済の持
続を目標としたエコツーリズムに大きな注
目が集まっている。国としてもエコツーリズ
ムの推進を図っており、2004 年には「エコ

ツーリズム推進モデル事業（環境省）」が実
施され、2007 年 6 月には「エコツーリズム推
進法」が成立した。
しかしエコツーリズムと言うと、自然環境

の保全ばかりに注目が集まり、地域経済の持
続への寄与、つまり地域経済の継続的な収益
確保に貢献しているのかはほとんど検証さ
れていない。観光を主な生業とする観光地で
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は、地域経済が持続可能でなければ、エコ
ツーリズムは担い手を失い、持続的に成立す
ることができない。世界自然遺産に登録され、
上記モデル事業が実施された知床でさえ訪
問者数は減少している。このように、訪問者
数の減少も切迫した問題となる中、地域の理
解を得ながら、今後ともエコツーリズムを推
進するためには、エコツーリズムの収益性を
示す定量的なデータが必須であり、さらに成
功に向けた具体的な提供方法を検討する必
要がある。

２．研究の目的
本研究の目的は、エコツーリズムを志向し

た商品であるエコツアーを取り上げ、それが
地域経済の持続に寄与できるのか、環境経済
学で用いられる環境評価手法を用いて定量
的に検証することである。さらにその検証過
程で、多様化する訪問者の選好を把握し、事
例地において、訪問者の評価が高くかつ収益
性の高いエコツアーを検討する。

３．研究の方法
（１）事例地
本研究の事例地は二か所である。一つは新

たなエコツアーの導入を検討している、大雪
山国立公園（北海道）の高原温泉沼巡りコー
スである。巡りコースは紅葉で全国的にも有
名な場所であるが、ヒグマが頻繁に出没する
場所でもあり、ヒグマ情報センターがヒグマ
を常に監視し、コースの一部で立ち入り制限
を実施している。ヒグマとの軋轢緩和、不自
由な利用の解消、訪問者に対する情報サービ
スの提供、雇用創出など様々な視点から、ガ
イドともに沼巡りコースを周遊するエコツ
アーの導入が検討されている。
もう一つの事例地は、知床国立公園（北海

道）の知床五湖である。知床五湖では、2011
年度から利用調整地区制度が導入されてい
る。利用調整地区制度は 2002 年の自然公園
法改正に合わせ設けられた制度で、原生的な
自然を有する地域において、より深い自然と
のふれあいと体験が得られる場を提供する
ために訪問者の立ち入りなどを制限する制
度である。知床五湖でもヒグマが頻繁に出没
するため、ヒグマの活動が特に活発となる 5
月初旬～7月 30 日（ヒグマ活動期）は、地上
歩道を利用する際に、ヒグマとの遭遇時に適
切な対処を行うことができるヒグマ対処法
引率者との行動が義務付けられている。実質
的には引率者の提供するエコツアーに申し
込むことになる。
どちらの地域においてエコツアーが導入

もしくはその検討が行われているが、エコツ
アーに対する訪問者の評価や収益性に対す
る評価が必須であり、また訪問者の選好の多
様性を考慮した適切なエコツアーの提供が

必要である。具体的には、ヒグマという対象
はある訪問者にとっては是非とも出会って
みたい対象である一方で、ある訪問者にとっ
ては絶対に出会いたくない存在である。その
ような選好の多様性に考慮したエコツアー
を提供することが求められるのである。
（２）研究方法
上記二つの事例地を対象として、本研究で

は主に二つの調査を行い、分析を行った。
①訪問者に対するアンケート調査
沼巡りコースおよび知床五湖において訪

問者に対してアンケート調査は行った。アン
ケート調査は、環境評価手法である仮想評価
法および選択型実験による分析を行うこと
を想定してデザインを行った。
②WEB 調査
訪問者だけでなく一般市民のエコツアー

に対する評価も明らかにするため、調査会社
を通じて WEB サイトにおけるアンケート調査
も実施した。こちらも環境評価手法である選
択型実験および端点解モデル（クーン・タッ
カーモデル）に分析を行うことを想定してデ
ザインを行った。
どちらの調査も訪問者の選好の多様性を

評価するために、自然環境に対する認識やリ
スクに対する認識（特にヒグマ）についての
評価を得るための設問も加えている。

４．研究成果
（１）知床五湖のエコツアー
仮想評価法に基づき、知床五湖における上

記のようなエコツアーに対する支払意志額
を評価したところ、エコツアーに対する支払
意志額は平均値で 2,826 円であった。また、
仮に料金設定が 5,000 円であるとすると、こ
の金額でツアーを利用するのは訪問者の 20
～30％と予想されることが明らかとなった。
これらの結果は、訪問者のほんの一部が参加
を希望しているように見えるが、実際には、
これだけの訪問者数を物理的に案内するこ
とは不可能であり、想定以上の訪問者がエコ
ツアーを評価していることを意味している。
実際に、利用調整地区導入初年度の 2011 年
度は、予想を上回る訪問者が本制度を利用す
ることとなった。
本研究の調査結果は、学術的な意義だけで

なく、分析結果が、利用調整地区制度を議論
する「知床五湖の利用のあり方協議会」にお
いて利用されるなど、社会的にも貢献を果た
すこととなった。
（２）沼めぐりコースのエコツアーおよび

Web 調査
選択型実験に基づき、沼巡りコースの上記

のようなエコツアーに対する支払意志額を
評価したところ、エコツアーの情報提供部分
に対する支払意志額が 1,312 円、コース一周
（普段はヒグマの出没のためにすることの



できない）に対する支払意志額が 2,557 円と
評価された。これらの結果は、エコツアーが
地域経済に新しい便益をもたらす可能性を
示唆している。
一方で、このような評価額にはヒグマに対

する認識、特にリスク認識が影響しているこ
とも明らかとなった。画一的なエコツアーで
はなく、訪問者の多様性に配慮したエコツ
アーの設計が求められる。現地でのアンケー
ト調査と WEB 調査を比較することで、このよ
うなリスク認識には、年齢などの個人属性や
ヒグマとの遭遇経験が関係していることも
明らかとなった。
これらの結果は、沼巡りコースにおいて知

床五湖のような制度を導入する場合に、どの
ようなエコツアーを提供するべきかを考え
るために有効な資料となると考えられる。
一方、端点解モデルを使った分析では、こ

のようなリスク認識がレクリエーション需
要にどのような影響を与えているのかを分
析するモデルの構築も試み、上記のような社
会的貢献を伴う研究結果とともに、学術的な
新規性についても貢献を果たすことができ
た。
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